さかそう やと 

乱の 後は洛 陽の 東南に ある 左 家荘に 住んで、 人に 傭わ 

れて 働いて いた。 いわゆる 日傭取り のた ぐいで、 甚だ 

貧しい 者であった。 

きん たいてい 

金の 大定 二十 三年の 秋 八月、 ひとりの 通 事 (通訳) 

が 畑の 中に 馬 を 放して 豆 を 食わせて いた。 それ は 通 事 

が 所有の 畑で はなく、 戴が 傭われて 耕作して いる 土地 

ろうぜき 

であるので、 戴 は その 狼藉 を 見逃がす わけに は 行かな 

かった。 彼 は その 馬 を 叱って 逐ぃ 出した。 

むち 

それ をみ て 通 事 は 大いに 怒った。 彼 は 策 を もって 戴 

を さんざんに 打ち据えて、 遂に 無残に 打ち殺し てし 

まった ので、 戴の 妻の 梁 氏 は 夫の 死骸 を 営 中へ 舁き込 



「わたしの 夫が 罪な くして 殺された 以上、 どうしても 

あんのん 

相手 を 安穏に 捨てて置 くこと は 出来ません。 この場合、 

損得な ど はどうで もい いのです。 たとい 親子が 乞食に 

な つ て も 構いませんから、 あの 男 を 殺させて ください」 

こうなる と、 手が 着けられな いので、 他の 人た ち も 

持て あました。 

「おまえ は 自分で あの 男 を 殺す つもり か」 と、 一 人が 

き 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「勿論です。 なに、 殺せない ことがある もの か」 

彼女 は 袖 を まくって、 用意の 刃物 を 突き出した。 そ 

の 権 幕が 怖ろ しいので、 人び とも 思わずし りごみ する 



と、 梁 氏 は 進み 寄って 緦 付きの 通 事 を 切った。 しかも 

ひと 思いに は 殺さないで、 幾度 も 切って、 切って、 切 

リ 殺した。 そうして、 いよいよ 息の 絶えた の を 見す ま 

して、 彼女 は その 血 をす くって 飲んだ。 あまりの 怖ろ 

い き 

しさに、 人び と はた だ 呼吸 をのんで いると、 彼女 は 二 

人の子 を 連れて、 そのまま どこへ か 立ち去った。 

(続 夷 堅志) 

樹を 伐る 狐 

m 村の 鉄 李と いう 男 は 狐 を 捕る の を 商売に していた 



たいてい はと えさ 

大定の 末年の ある 夜、 かれは 一羽の 鴿を 餌と して、 古 

い 墓の 下に 網 を 張り、 自分 はかた わらの 大樹の 上に 攀 

じ 登って うかがって いると、 夜の 二更 (午後 九 時 I 十 

一時) とお ぼしき 頃に、 狐の 群れが ここへ 集まって 来 

た。 かれら は 人の ような 声 をな して、 樹の 上の 鉄 を 

罵った。 

「鉄の 野郎め、 貴様 は鴿 一羽 を 餌に して、 おれたち を 

釣り 寄せる つもり か。 貴様の 親子 はなん という 奴ら だ。 

まじめな 百姓 わざ も 出来ないで、 明けても 暮れても 

せっしょう ろくしん けんぞく 

殺生ば かりして いや あがる。 おれたちの 六親 眷族 は 

みんな 貴様た ちの 手に かかって 死んだ の だ。 しかし 今 



おの 

斧で 手当り 次第に 叩つ 斬って やろう」 と、 彼 は 度胸 を 

据えて いた。 

幸いに 何事 もない うちに 夜が 明け かかった ので、 狐 

らは みな 立ち去った。 鉄 も ほっとして 樹を 降りる と、 

あと 

幹に は のこぎりの 痕 らしい もの も 見えなかった。 ただ 

あばらぼね 

そこらに 牛の 肋骨が 五、 六 枚 落ちて いるの を 見る と、 

かれら はこの 骨 を も つ て のこぎりの 音 を 聞かせた らし 

ヽ o 

レ 

「畜生め。 おれ を 化かして 嚇 かしゃ あがった な。 今に 

みろ」 

かれは 爆発 薬 を 竹に 巻き、 別に 火 を 入れた 罐を 用意 



して、 今夜 も 同じと ころへ 行く と、 やはり 二更に 近づ 

いた 頃に、 狐の 群れが 又 あつまって 来て 樹の 上に いる 

彼 を 罵った。 それ を 黙って 聴きながら、 鉄 は 爆薬に 火 

を 移して 投げ付け ると、 凄まじい 爆音と 共に 火薬が 破 

裂した ので、 狐ら はお どろいて 逃げ 散る はずみに、 我 

から 網に かかる ものが 多かった。 鉄 は 斧 を もって 片端 

なぐ 

から 撲り 殺した。 

(同上) 

兄の 折檻 



て 続け 打ちに 打ち据え たので、 さすがの 乱暴者 も 頭 を 

抱えて 逃げ 廻って、 僅かに 自分の 家へ 帰る ことが 出来 

た。 

燈 火の 下で よく 視 ると、 彼の 着物 は さんざんに 破れ 

ている ばかり か、 背中 一面が 青く 腫れ あがって いたの 

で、 彼 はいよ いよおび やかされた。 翌朝 かれは 兄の 画 

像の 前に 百 拝して、 以来 は 決して 酒 を 飲ま なくなった。 

(同上) 

古廟の 美人 



こうねい ろざんこう 

広 寧の 閭山 公の 廟は 霊験い やち こなる を もって 聞え 

どう あく 

ていた。 殊に その 木像が 甚だ 獰悪 である 上に、 周囲に 

は 古木う つそうと して 昼な お 暗い ほどで あるので、 夜 

は 勿論、 白昼で もこ こに 入る もの は 毛髪 おのずから 立 

つと いう 物凄い 場所であった。 夜が 更ける と、 神 か 鬼 

ごうもん 

か 知らず、 廟 内で 罪人 を 拷問す るよう な 声が きこえる 

と いう 噂 も 伝えられた。 

りょうしゅく さと けんばれ い 

参 知 政事の 梁 粛は、 若い 時に この 郷の※ 馬嶺 〔# 

「てへ ん+ 牽」、 235-2 というと ころに 住んで いた。 彼 は 

きょし 

挙子 となって 他の 諸 生と 夏期 講習の 勉強 をして いる 間 

に、 あるとき 鬼神に 関する 噂が 出て、 誰が 強かった と 



きりょう 

女 は 容貌が すぐれて 美しい 上に、 その 服装 もこ こら 

に は 見馴れない ほどに 美麗な ものであった。 こんな 女 

がどうして ここにいた のか、 その子 細 をたず ねようと 

*.J そく 1 えん I ス人 

しても、 彼女 は 気息 奄々 として あたかも 昏睡せ る 人の 

如くで ある。 そこへ 他の 諸 生ら も 集まって 来て、 これ 

はお そらく 本当の 人間で は あるまい、 鬼が こんな 姿に 

変じて 我々 を あざむく のであろう などと 言いながら、 

しばらく 遠巻きに して 窺って いると、 女 はやが て 眼 を 

あいて、 あたり を 見 まわして 驚き 怖れる ような 様子で 

あった。 

「おまえ は 人 か 鬼 か。 一体 どこから 来た」 と、 梁 は 訊 



梁 は それから 十数 年の 後、 大いに 立身して 高官に の 

ぼった。 妻 は 数人の 子女 を 儲けて 夫婦 むつまじく 暮ら 

した。 

(同上) 

ほじ ゆん 

捕 鶉の 児 

へ いよ かんとう そん ちょうろう うすら 

平 輿の 南、 凾頭 村の 張老 というの は 鶉 を 捕る の を 

業と していた ので、 世間から 鶉と 呼ばれて いた。 

張 はすで に 老いて、 ただ 一人の 男の児 を 持って いる 

だけで あつたが、 その 児が 十四、 五 歳に なった 時に 病 



死した ので、 張 夫婦 は 老後の 頼り を 失った 悲しみに 泣 

き 叫んで、 わが 子と 共に 死にたい と 嘆いた。 その 翌日 

になっても 死体 を 埋葬す るに 忍びない ので、 瓦 を 積ん 

で邱を 作って、 地下 一、 二 尺のと ころに 納めて 置いた。 

「わたしの 児 はまた 活 きて 来る」 と、 彼 は 言った。 

あ. T 

それ を 愚痴と 笑う 者 も あれば、 憫れむ 者 もあった。 

死後 三日 目に、 張 夫婦 は 墓前に 伏して、 例の ごとくに 

どうこく うな 

慟哭 をつ づけて いると、 たちまち 墓の なかで 呻る よう 

な 声が きこえた ので、 夫婦 はお どろいて 叫んだ。 

「わたしの 児 は 果たして 生き返った ぞ」 

瓦 を 壊して、 棺を かつぎ 出して、 わが 家へ 連れ 帰る 



にした。 彼 は 網 や 罠の たぐい を 焚いて しまって、 その 

児 を 連れて 仏寺に 参詣した。 寺に 呂 という 僧が あった。 

年 は 四十ば かりで、 人柄 も 行儀 も 正しそう に 見えた。 

一 J うす 

彼 は 都に 近い 寺で 綱 主と なった 事 も あると いう。 その 

僧の 前に 出て、 張の 児 は 訊いた。 

「あなた も 生き返って おいでにな つたので すか」 

「わたし は 死んだ 覚え はない」 と、 僧 は 怪しんで 答え 

た。 

「わたくし は 冥府へ 行った 時に、 あなた を 見ました」 

あかがね 

と、 張の 児 は 言った。 「あなた は 宮殿の 角の 銅 の 柱 

につな がれて、 鉄の 緦で足 をく くられて いました。 獄 



わき つ 

卒が往 つたり 来たりして、 棒で あなたの 腋の下 を撞く 

と、 血が だらだらと 流れました。 わたくし は 帰る 時に、 

あの 和尚 さま はなん の 罪で 呵責 を 受けて いるので すか 

きょ. つもん 

と 訊きましたら、 あれ は 斎 事に あたって 経文 をぬ か 

して 読む からだと 言いました」 

僧 は 大いにお どろいた。 彼 は腋の 下に 腫物 を 生じて、 

三年 も 癒えない のであった。 そんな こと を 知ろう 害の 

ない 張の 児に 言い当てられて、 彼 は 怖ろ しくな つた。 

彼 は それから 一 室に 閉じ籠って 毎日 怠らずに 経 を 呼ん 

でい ると、 三年の 後に 腫物 はおの ずから 癒えた。 

(同上〉 



に ゆき 着く と、 駅の 役人が 迎 いに 出て 来て、 ひどく 驚 

いたよう に 言った。 

やちゅう おそ 

「なんという 大胆な こと を …… 。 夜中に 馬 絆の 虞れ あ 

ると ころ を 越えて おいでに なると は …… 」 

「馬 絆と はなんだ」 と、 凴 はまた 訊いた。 

ばおう せい く 

「馬 黄 精の ことで ございます。 これに 逢う 者 はみ な啖 

われて しまいます」 

みずち 

馬 絆と いい、 馬 黄 精と いい、 いずれも 蚊の 種類で あ 

るら しい。 

(遂昌 雑録) 



うろこ よ 

樵 夫 は 覚悟して、 その 鱗 の 上に 攀じ登る と、 物 は 空 

中 を ゆく こと 一、 二 里で、 彼 を 振り落した。 しかも 池 

に 落ちた ために 彼 は 死ななかった。 後に 官に 訴えて 出 

たので、 彼 を 捨てて 行った 者 は 杖 殺の 刑に おこなわれ 

た。 

(湛 園静 語) 

答剌罕 

至 順 年間に、 わたし は 友人と 葬式 を 送った。 その 葬 

式の 銘 旗に 「答 剌罕 夫人 某氏」 としる されて あるの が 



わたくし は 富貴 を 願いません。 ただ、 わが 身の 自在 を 

得れば 満足であります と 申し立て たので、 答 剌罕と 書 

1~ 力 じ 力 

いて 賜わった ので ございます。 云々」 

(山 居 新 話) 

道士、 潮 を 退く 

そう りそう せ つ こう うしお こう 

宋 の理宗 皇帝のと き、 浙 江の 潮が あふれて 杭 州の 

都 をお かし、 水 は ひさしく 退かない ので、 朝野の 人び 

とも 不安 を 感じた。 そこで 朝 命と して 天師を 召され、 

潮 を しりぞける 禱り をお こなう ことにな つた。 時の 天 



るので、 攘 いの 祈禱を おこなった 上に、 堤 を 築き、 宫 

を 建てる， ，- とに して 帰った。 

(隠居 通議) 
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